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“動

.
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ノ

y
麗

に

於

け

る

日

本®

^
の
研華

：：

に
：•
'つ
'て
：、

)

：中

屬

键

齡

會
 

を
i

と
す
る
分®
は
、
可

成

り1

を

里

し

て

い

る
ょ
ぅ
に
見
受
け
ら 

れ

るo::

a.
本
の
：近

货

觀

に

根

强

各

祭

汶

る

封

建

的

諸

遭

の

排

除

と

〕

.

'ぃ

ぎ

^

^
題M

替

ー

れ
^

'

■̂
當

著

會

暴

運

'
の

膣

弈

的
反
省
が
ー
般
に
强
め
ち
れ
た
と
い
ぅ
こ
と
が
、
恐
ら
く
は
，そ
の
隆
盛
の 

原
因
を
な
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ'る
。
と
V
Jろ
で
戰
後
の
中
#
^
濟
史 

研
究
の
第1

の
特
色
：̂

H本
の
封
建
社
會
の
諶
靈
造
を
、
そ
の
成
立 

か
ら
崩
壊
に
至
る
ま
で
の
全
過
程
を
通
じ-T
、

ー
篇
的
に
把
避
す
る
と
い 

ぅ
麒
に
あ
る
0
從
來
の
硏
统
に
あ
っ
て
は
、

日
本
の
封
建
社
會
は
中
世

)
(

響

、—
北
朝
、
魅
町
、1戰
國

裳)

左
近
ぎ(

眉

時
代
〕';：

5
一
分
：

さ
れ
、
そ
の
各
々
の̂

渚̂
を
興
に
す
る
狀
態
で
あ.つ
て
、

封
，建
酞
會

の 

全
構
迆
的
挹
握
は
幕
し
く
困
難
に
さ
れ
て
ぃ
た
。
中
®

濟
史
も
、
そ
れ

* 

‘ 

六
八 

0
4
1
)

が
封
建
社
_
史
に
.他
.众
ら
な
い
以
上
、

「

近
世」

=

江
戸
時
代
を
自
'ち
の
. 

研
究
領
域
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
齊
で
あ
る
。
次
広
第
ニ
の
特
色
と
し 

_

.

,

|

1

|

^

史
ダ
|

淛̂
,
領

违

離

办

成

長

を

中

心
2:
-
1>
飞
見
て
ゅ
：ー 

く
琪
向
を
指
摘
す
る̂
と
が
出
來
る
タ
固
ょ
り
中̂

濟̂
史
は
農
奴
制
:1
1 

.領
虫
制
の
歷
史
に
終
る
も
の
でU
な
い
。
然
し
封
建
社
會
に
於
け
る
商
エ 

業
の
發
達
、
或
は
都
衍
の
成
立
そ
の
他
评
般
の
事
象
は
ヽ
當
時
の
社
會
の 

基
#
的
#.
會
_
_で
:̂
'
る
^

观̂
=
領
虫
駕
へ
の
論
解
を
前
提
と
す
る
と

： 

と
な
く
し
て
は
、
解
明
す
る
こ
と
不
可
能
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
か
か
る

• 

傾
向
は
誤
り
で
な
い
ば
か
り
か
、
唯
一
の1£
し
い
硏
绝
方
昀
をI7K
す
も
の 

で
あ
る
と
思
ぅ
。

.. 

.

::
';:,
-
;以
3:
;
1
;
六
つ
の
&

的
^

^
も
づ
.戰
後
の
.ホ
世
經
證
硏
究
々
、
そ
の. 

硏
紹
對
象
に
從
つ
て
大
別•ず
る
な
ら
ば
、
次
の
三
つ
に
要
約
ザ
^
こ
と
が 

出

來

，る

。

第

一

は

封

®
社
會
の
形
成
を
め
ぐ
る
間
題.0
卽
ち
食
代
か
ら
申
：
 

世
へ
の
變
革
期
或
い
は.

期
に
ジ
い
て
の
諸
硏
究
。
こ
れ
は
時
代
的
に 

滅

+:
t
l;
^

t
安

m

s
ポ
四
世
紀( ：

南
北
朝)

^
で
を
冷
む
。
第 

.

.ニに
は
封
建
敗
#,
^
:編
成
'4
-
し
，く
は
確
立
過
樺
に
つ
い
て
の
諸
間
題.0

十

五

藍(

室
町
戰
毆
:0
'
'淡
降
、
十
七
！

初
现(

奪

初

期
V
.へ
：♦

:ザ
て
：の_
代
が
匕
の
#

と̂
が
^
。
；.第
三
.に
は
赳
建
社
會
の
.崩
壞
過
程
と 

i:
;
代

關

係

.の
成
長
に
關
す
あ
抓
究
。.こ
：れ
.は
十
八
員
江
戸
中
期〕 

以
降
、
明
治
維
新
に
要.方
時
代
を
含
む
0

(

.以
上
三
.つ
の
間
題
領
域
を
め
ぐ 

つ
て
、
戰
後
め
中
也
經
濟
史
研
舞
が
如
何
な̂動
向
を
示
し
^
^
の
ょ
ぅ 

な
問
題
を
投
じ
た
か
に
っ
ぃ
て
、
次
に
見
，る
こ
士
に
し
た
ぃ
。
:

(

1〕

以
下
中
佌
の
諧
は
封
述
社
钤
と
同
義
諾
に
用
ぃ
、
し
た
が
っ
て 

い
わ
.ゆ
る
_

「

近
很』

=
江
戶
時
代
を
も
こ
れ
に
含
ま
せ
る6
.
.
,

A
2 

W 

..

け
11
.史
，；に
掛
す
.る
戰
後
.の
-̂
界
展
望
と
'̂
て
.は
.左
の
如
き
も
の'
' 

' 

;

,が
あ
る
0
'''' 

,

.

:

'.
:

k學
雜
誌
五
八
ノ i 

p
1

九
四
八
部
の
歷
处
舉
界

」

中
の
日
本
. 

:
.
:史
0
部
.
<
原̂

1扔
、.汝
藤
捉
雄
氏
0
。

. 

' 

.

+■.
'
.
'
.r
»
右
.
.
'
'
五
.九

ノ

五.：.

「

一

九

：
四

九
.平

：
の

歷

良

學

界

」
小

の
：：：

本

史
.. 

办

部(

有

本

货

、
一

：#
 上
.銳

於

、̂
達

-m
-
s ;
。
，',
.
-.)/
•'
.■

:

,.
:
:
.
'
同

有

：.六
0
ク
31
:

'

「

：1
:幾

五
0,
_
の
^

の
部
：

C

佐
藤
通
一 
' 
兒
玉
宰
多
氏〕

。

‘
'
.

パ

ぺ
.:
,
藤

'̂
學
碑
爽
部
報」

«
史
擧
©
成
來
ギ
_
 ̂

9
日
^
史0

 

部C

稍
：禪
泰
彥
、
圮
藤
圯
英
、
羽
爲
卷
也
氏

〕

。
. 

, 

永
肢
慶
1
1琢「

中
世
史
研
究
、の
展
紫

」( 「

日
本
史
硏
究
入
£

」

所 

收
、
.山
«
欣
'
ー.
©
^
.
也
史
1
_究
の
^
題」

^
日
本
史
.硏
究
人
門」

.

.

所
收)

o 
.

バ 

•

.

卯
ヶ
IH
A
治
氏
ナ
丹
本
冲
世
史
硏
究
の

」

_
昀」

ハ
史
林
三
三
ノ 

四〕

。

•

, 

.

规E

武
氏「

封
迚
制
の
成
立
匕
關
す
る.諸
卯
題」

(

史
學
雜
誌
五 

八
ノ
5
。
，
 

〉

. 

ノ

'

，
ニ

'

•

:

日

.^
封

建
®
會
の
生
成
期
に
關
し
て
、は
、
戰
時

中

か

ら

戰

後

べ

か

け

‘て 

2
:本
鸫
濟.史
硏
究
、
_の
.
ナ

励

旳，

.多
く
の
優
れ
た
道
灌
が
發
表
さ
れ
、
從
來
不
姻
だ
っ
た
諸
^
が
ぎ
し
く
明 

ら
か
に
な
つ
で
遺
,
.い
：ま
そ
の
诚
果
を

J

括
じ
裏
れ
ば
茬
の
如
く

第「

藤

世

賓

の

：基
礎
は
庄
園
で|

く
^
^
:に
：
る̂
と
' 

一
に
庄
園
^

 ̂
®撤
會g

於
け
る
直
接
の
對
立
物.で
'な
い
ば
か 

り
か
、
む
し
ろ
本
質
的

i
a
i
w

被
的
奴
識
制
的
な
も
の
：で
あ
：り
、.ぞ
れ
は
. 

ぃ
:,
§
ら
.の
^
:^
に
名
田
.：•へ
名
主
.を
育
み
得
た
-̂
'ヵ
に
'̂

い
；
て
..の

み

中

世

成

立 

.
:
:

(

の
磨
史
的
重
媒
蚀^
^
る̂
^
の
^
あ
.る
^
匕

.-
0
,sw
■置

^
田
の
；所
有 

::.
请

た

名

中

和

ら
>
i:
Q5
め
所
^
;
^
;
脱
領
と
L
P支
廟

^

^

領
主 

.;-
#
亦
現
九
、
：：.と
':
^
が
中
1»
:
の
^

諸̂

:2
:な
ゥ
>
:
中
世
封
建
社
會
ば
農
村
內 

■:
部

忆

-^
長
'̂
た
對
蘼
的
水
農
を
齡_
カ
：と
.し
、
へ
領
主||
-
:武
士
^

が̂
ど
れ
.

:^
指

導

展

裂

■ぎ
J

k

t上
.碧

'か
遍

時

中

べ

ニ

か

砂

*1
:
め
：
中

世

史

學

が

達

成

し

た

成

果

.で
あ
：つ
た
.。
.
：
戰

後 

の
中
世
經
濟
史
硏
究
は‘か
か
る
前
提
か
ら
出
發
し
た

0 

.■:
'
'へ^;
て
右
吖
她
义
農
猶
制=
領
生
制
の
面
が
ら>'
;わ
が
國
封
建
社
會(0
^
. 

-i
;-
^
寒
ぇ
た
場
冷M

、：

.%
れ
與
何
時
办
時
代
に
|
£
る
が
紙
先
ず
間
骚
で
あ 

る
。
こ
れ
に
は
從
來
ニ
つ
の
說
が
存
在
し
た
。--
,
'つ
は
農
奴
制
の
展
開
、

小

潰

著

3
靡
建
的
經
.«
.0
成
立
.を
平

安

驚
_

め
>」

、,
1:
{£
'
'
'
へ

V
Jの
ょ
ぅ
な
農
村
の•地
盤
の
上
に
、
幕
府
が
主
從
關
係
を
打
ち
建
て
た
、 

純
然
た
る
封
篕
會P

あ
る

.
と

見
.る
說
で
あ
る
^
.
;
れ

に
對
し
て
い
ま
一 

ぅ

湯

灌

的 

の
1
^
:̂^
;1
'0
:
她̂
，ぃ
瞭
期
_
考
£
:
、
'

」

鎌

倉

囊

聊
|

^

^
灌
1

奴
_

'

,

:

^

^
象̂

1 ;
:

_

潘

緣

的

歡

：
ー
 

■

观
瑪
％

_

_

^
1 >
:
オ
嵌
^

^

敗
を
播
统1
權
.と
規
话

1>
:
:
>
:
;
;
-

鎌
倉
¥

■

•

力
^

ハ
五

 

§
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三
⑴帛
會
雜
認
笫
四
十
四
卷
第
八
•九
躲

代
を
说
代
か
ら
中
世
へ
の
過
渡
的
な
段
附
と
考
え
る
見
方
で
あ
る
。
と
み 

一
一
つ
の
見
解
は
相
對
立
し
た
ま
ま̂

に̂
そ
の
解
決
を
持
ち
と
し
、
間
題 

は
次
の
如
き
方
向
に
進
展
し
た
。
第
一
に
兩
說
は
典
に
一
面
の
正
し

さ
を 

持
.っ
，が
、/避
幾
徹
會
：の
生
成
、»
奴
制
め
形
成
は
:.
>
_ょ
：0
金
國
1
_

 ̂

行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
地
域
々
々
に
ょ
る
社
會
發
展
の
段
階
的
相
違 

を
認
め
た
上
で
、
こ
れ
を
論
じ
な
け
，れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ぅ
と
と
。
第
二 

:
:に
-の
ょ
ぅ
^

^
か

浪

；
：
嘴

時
:'
0
先
進
地
た
：る
肅
的
地
汸
と
東
國=
邊

；
 

境
地
方
と
を
含
め
た
金
體
と
し
て
の
封
趙
社
會
の
成
立
を
考
え
た
場
合
に 

は
、

」

後
說
の
^
か
1£
鹊
を
得
ズ
.い
る
ょ
，ぅ

に

思

わ

れ

る

と

、
い

ぅ

こ

と

。
卽 

I,

ち

鎌
i

府のかわば邊境客於いて

#

$

_

:ー.
次

的

な

封 

邀

革
<
兌̂

ぁ

っ.て
3
沽

代

洳

狂

中'1
|
|
:
が

め

影

後1

換

が

行

ゎ_
た
.め
；楼
 

锼

に

南

北

朝

六

十

年

に

：：わ

た

る

'̂
亂
の
時
代
で
あ
り
、
と
れ
と
そ
が
第
.一

一 

次
吖
そ
し
て
最
徵'の
：
全

國

的

な

封

建

^

货̂
：あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

.果
1
て
南
北
朝
.の
内
亂
に
.と
の
ょ
：ぅ
な
汰
き
な
歷
史
的
意
義
を
認
め
ぅ 

:る
如
否
が
に
關
ム
て
は
、
な
紅
異
論
の
餘
地
ガ
あ̂と
泡
3
が
、.い
.わ
ゆ
る
. 

「

建
武
中
興」

と
灘
す
るT.

見
復
十
結
翁
政
變
私
始
ま
る
よ
の
時
代
が

(
赏 

は
そ
.の
下

薦

造
0
茴
.に
於
い
：.て
戍
、'封
_建
社
會
を
一
段
と
押
し
進
み
た. 

も
の
で
あ
..つ.た
と
：..と.は、
醫
れ
^
或
る
程
度
實
證
い
た
の
で
あ 

.'
る
。
：戰
後
の
南
北
朝
的
亂
重
視
說
か
か
る
下
！
^
造
な
面
に
於
^T: 

例
え
ば
封
建
^

濃̂
^t

の
發
展
ゼ
い
'̂
た
瀋
實
女
>.
内
廉
の
舊
的
過 

程
と
の
.糊
迎
に
於
い
て
統
一
，的
に
說
明
し
得
た
と
一

こ

み

に

大

き

な-^
^

が 

ぁ

：っ
へ
た
0し
か
し
規
往
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
一
應
の
見
透
し
を
與
ぇ
た
に
此 - 

七
0 

(

五
三
四〕

ま
り
、
實
證
的
硏
究
.の
不
卫
か
ら
必
ず
し
も
說
得
カ
が
十
分
で
あ
る
と
は 

一

K
、

い
得
な
い
。
南
北㈣
ぼ
矶
の
原
動
力と
し
て
指
摘
さ
れ
る
封
建
的
小
農 

‘の
成
立
を
中
心
と
し
て
、
南
北
朝
期
に
於
け
る
農
奴
制
の
發
展
過
程
に
つ 

'い
て
は
、
今
後
一
層
の
具
體
的
硏
究
の
、發
表
が
期
伊
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(

1)

淸

水II

一

男

氏

「

H

本
中
世
の
村
铬」「

中
世
莊
阅
の
雄
礎
櫛
造」

‘

. 

(

2〕

藤
問
业
大
氏「

H
本
戊
阑
史J

、

松
本
新
八
郞
氏「

、対
姐
的
土
地 

所
有
の
成
立
過
程j

 

(

3〕

石
_#
W
JE
氏T

中
世
的
世
界
の
形
成」

，

:-
:(

4)

-,
;
-播
冰
氏
前
揭
書
.

:

'-;

.

:(
書

：：

磁

本

氏

前

揭

寶
.

V '
、

 

.

.ぃ.

、

.(

6〕

,石
#
即
：此
氏
：

「

中
世
成
立
史
の.
'

1:1

三

の

澗

題

^

「

日

本

社

會

の

史
--
'
■■ 

的
究
明」

所
收〕

永
原
慶
ニ
氏

r

日
本
^
於
け
る
農
奴
制
9
形
成
過
程」(

歴
史
學 

研

究r

四
〇
號〕 

- 

” 

:

〈

7/
:
>:-
-凇
本

钒

八

郞

氏-,
南
北
朝
杓
琢
の.
.諸
前
提」(

歷
史
評
論
十
ニ
、號>
.

同

氏
-「

中
世
末
期
の
社
會
的
變

a
j
q
-
m

本
.歴
史
：學

講

座

」

.所」

.

-
收y

 

■ 

. 

: 

. >
 

^

4
 

...

: 

三

:へ：
ふ
室
吨
睁
代
如
ら
戰
國
睁
代
を
經
ル
江
爆
代
初
期
に
至
る
十
五
、
六
世

.
' 

紀
：の
，時
代
は
、
：白
本
經
濟
史
の
全
過
程
の
.：中
で
.
#

f

研
究
の
遲
れ
て
い
る 

分
脲
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
こ
の
時
代
の
段
階
規
宠
を
办
ぐ
つ
て

/從
^
s
.々
の

興

說

が

對

立

し

て

い

た

の

.で

あ

つ

た
。

そ

れ

は

大

別

.し
て
次 

;
gil!

っ
.に
々
け
る
ぺ
：泌
が
出
來
るA一.第
1
,
:
ほ
ご
0

: 

一'
;細
と
ず
る
說
ヤ
ぁ
る̂

」

の

激

に

ょ

れ

ば
.>
-日
本
.：の
封
建
制
は
室
町
末
期 

:

ぐ

醫

動

亂

の

；
過

程

に

於

ぃ

：ー
て

、
' ひ
と
度
遍
壞
0'
危
機
匕
瀕
；

故
、
信
長 

.
秀
诗
：の
猶
1
黯
の
出
親
に
.ょ
.っ
で
、
.
_
辛

く

ん

上

办

ら

の

領

主

的

再

編

成

'
.
'亦
成

功

し

允

結

凍
ぺ
封
建
制
は
再
建
さ

^

’再
び

沈

斤

時

代

办
！
^
!
!
^
:

. 

.

.

.

に
嫌
明.せ
.ん
。と1
炎
努
カ
は
認
：办
ち
れ
る
が
、

; 8
-
贫
の
亂
1

|

^
戰
國
1 |
:
:)  

亂

邊

期

と

九

飞

還

の

ゴ

期

ば

掘

分

し

^
ら
プ
ぞ
の
陳
处
歷
史
き
關
ノ 

.を
た
光
铒̂

成
と
い
ぅ
漠
然
た
る
讓
免
以
ー
て

^

ず
る
分
は
”
紙

ど

代

づ.-. 

V  

:

て

. %
-
不
十
分
の
謗
を
免
れ
な
い
。
の
み
な
ら
ず
餘
ヶ
に
戰
國
の
動
亂
と
い
、
 

;
.ぅ
政
治
過
程
に
囚
わ
れ
ず
ぎ
て
、

_

^
社
會
0 .
敦
-礎
_

造
の
本
«

を
見
落 

.し
た
嫌
い
が
あ
つ
た
。

 

'

,
-.
;
.
と

れ
に
，對

し
-X
第11

の
說
は
、*■
:
右
の
主
張
と
ほ
ぼ
同
じ
線
か
ら
出
：で
乍 

:\

ら
、
一
段
と
こ
れ
を
發
展
せ.し
裳

も

の

と

し

て

法

目

に

値

す

^

そ

札

ぼ

.

こ

の

時

代

を

初

期

絕

默

、
免
義

.の
時
代
.と
規
定
す
る
.の
セ
あ
%

.o
卽

ち

.

''
:

「

史
的
上
見
て
十
竽
穴
诋
紀
と
沄.ぇ
ば
、
规
建
龀
會
の
脱
壤
期
歡?)
,
-办..す
_

」 

あ

る

が

、
日

本

も

か

か

る

黨

史

敗

彼

動

の

：中

に

あ

っ

て

、
內

.に

あ

っ

て

は 

:

土
/

1

揆=

農

民

戰
-f
-薛
伯
都
-

|B

觀
な
ど
'̂

中
.心
；ど
：す

ふ

酿

藥

$
曼
1 :
外 

に
あ
っy

は
外
國
貿
易
の
伸
張
、
倭f

海
賊
の
.活
躍
と
い
っ
た
歷
史
的- 

.
痛
齊
が
存
す
る
と
と
は
、
ず
さ
し
く
と
の
時
代
が
日
本
に
於
け
る
初
期
絕 

舞
主
義
の
時
代
と
名
づ
け
ら
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
が
あ
る
。
勿
論
>

」

..;̂
^
期
絕
.對
'生
.蕾
は

謝

建

，的

權

カ

：
の

.上

.か
ら
、の
：禪
M
に
-ょ
.つ
.て
、
：
.
も

ろ

く 

も
つ
い
え
去
る
が
>
し
が1.
'
加
V

.L
て
成
立
し
た
德
il
l
慕
藩
體
制
は
、
へ
そ 

の
頭
勿
•か
ら
絕
對
主
義
へ'办
傾
斜
が
强
く
伊
在
し.た
：と
0 

:.
か
か
.る
主
張
ほ
：
 

猶

說

に

較

べ

れ

ば

、

と

の

時

泛

一

つ
の
明
瞭^:
歷

史

的

段

階

規

定

を

與 

え
た
熙
に
於
い
て
、
砲
か
に
一
步
進
ん
だ
も.ゆ
ど

思

わ

れ

石

。
：
，
け

れ

ど

-̂ 

,
.
:
こ
の
：
よ

ぅ

な

個

々

，
の

表

面

的

な

親

象

め

葡

條

の

み

；か

.ら

.''
'
'
- 

.歷
史
的
規
定
..を'行
が」

ど
が
->
抑
々
1£
じ
い
，で.あ
ろ

ぅ

か

。

土
-
一

 
揆

は

成 

る

，ほ

ど

一

見

ョ

ー

ロ

ッ

パ

•̂
#:
:末
の
.農
民
戰
爭
と
酷
似
し
、て
い
る
が
、
し 

^
し
奇
0
原
動
*

R

乃
.至
ば
^j

體
§
^
;を
分
析
,-
1
.た
結

果

は,:
-
>
必

ず

し

も

そ 

ぅ

と

は

沄:̂
な

い
.の
策
¥
冬
0
.
#ぬ
窗

都

取

と

考
^:
ら

れ

て

い

た

歡
 

.の
如
ぎ
も
、
都
取
の
溝
成
員
、
就
中
ぞ
の
搶^-
者
層
な
ぢ
忙
つ.% 

研 

究
W
行
わ
れ
る
に
つ
れ
て
、
む
し•ろ
そ
れ
ぼ
自g

都
市
と
..は.

f
,

び
難
い
ょ
_ 

ぅ
な
、
周
傅
の
し
農
村
と
同
じ
く
封
建
壁
彩
の
强
い
.都
市
で
あ
つ
た
と
キ 

わ
れ
て
い
る
。
.
：

.
ー
慕
ニ_の
說
は
こ
め
ょ
ぅ
な
第
一
ー
の
說
の
、缺
陷
を
指
摘
し
つ
つ
.、
；
と

の

時 

'代
が

封

建

：社
會
の
.衰
«
期

：で
も
崩
壤
期
で
1
な

く
'>
實
は
そ
れ.が
最
^-
發 

«
し
並
；つ
域
廣
セ
て
^'
<.
-摩
代
で̂

各

と

見; ^
:—
見
卦

建

制-の
衰

退

を_ 

■
集

:-
|
-應
仁
1 :
1 :
の
1

_
觀

期
^

_

:|
:

:原
因

,

ー
一 

,
1
^

朝

以
®

著
に
_
ヶ
0
^
.
^
.
た
卦
建
的
小
農
民
の
；

|

擡̂

頭

に

不.
. 

安
を
感
じ
出
し
た
守
護
だ
ち
が
、
東
都
か
ら
夫
々
の
領
國
へ
§

て
自
ら 

國

か

の

統

治S
&

ね

ば

な

ら

な

か

つ

た

と

い

^
'
と
二
ろ
に
あ
る
ぐ
と
を 

思
え
ば
、
こ
の
時
代
の
赳
建
社
會
と
し
て
の
恶
礎
構
造
が
、
か
.え
つ
て
發

七」
0
4
三
五
：5



.

|175
掛
#

雜

誌

.
锻
四
十
、四

卷

第

八

-
九
號

展
高
良
化
め
段
附

r
あ
つ
先
と
と
が
明
ら
か
で
あ
る
o'
勿
論
こ
の
時
代 

に
前
述
の
土
一
揆
、
自
ft
都
市
、
外
國
貿
易
を
始
め
と
し
て
’、1

連
の
反 

-

封
頦
的
要
素
の
成
長
と
見
ら
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
は
確
か

で

.あ
 

る
。
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
、
封
翅
制
の
柅
の
中
で
の
鬪
淨
•
成
長
で
，
 

あ
っ

て

、

そ
れ
が
胜
ち
に
近
代
へ
の
，序

曲

と

な

り

得

る

如

き

性

質

の

も

‘の

. 

で
は
な
か
っ.た
。
總
じ
て
室
町
®

時

代

こ

そ

は

、
•
封
趙
社
會
の
坐
み
の 

午

た

る^
虫
厝
が「

大
名」
と
し
て
支
配
權
を
握
り
、
鄕
村
に
育
ぐ
ま
‘れ• 

た
在
地
の
武
士
農
民
が
始
め
て
妞
設
的
な
動
き
を
示
し
た
ヽ
わ
が
.國
封
建 

社
會
の
發
i

に
他
な
ら
な
い
と
。

晋
々
.は
以
上
三
っ
の
見
解
の
中
で
第
三
の
說
を
採
る
も
の
で
あ
る
が
、 

し
か
し
と
の
說
を
、
第
一
箜
ー
說
に
對
し
て
十
分
說
得
カ
t
有
す
る
も
の 

た
ら
し
め
る
た
め
に
は
、
尙
お
幾
多
の
解
決
す
べ
き
問
題
が
あ
る
ょ
ぅ
に 

思
わ
れ
る
。
例
え
ば
最
近1

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
敝
め
た
織 

の
姓
格
に
し
て
も>?
ど
れ
を
职
な
る
封
建
的
反
動
と
解
す
る
こ

と
は
宂
ょ 

り
誤
り
で
あ
る
が
、
し
か
し
规
數
に
と
め
政
激
が
土
一

 
探
の
i

者
と
し 

.て
登
^
>て
き
て
’
い

石

事

實

は

否

淀

し

得

な

い

と

'̂
:

ろ
.で
知

ヵ

、
-
必̂
激」 

に
於
い
て
織
獲
政
權
の
卦
建
社
會
完
成
螫
上
，に
菜
し
た
進
步
的
側
面
の
み 

を
强
調
す
る
こと
も

亦
誤
り
.で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
織
隱1

が
现
象
的 

に
は
分
國
大
象
®:
亂
の
鬪
裏
通
じ
で
此
立
し
乍
ら

「

實
ば
本
質
的
襄
ぐ 

は
®

の
階
級
的
結
集
に
他
な
ら
な
か
っ
た
以
上
、
織
豐
政
權
の
眞
の
對 

立
渚
で
あ
り
、.最
後
-̂

で
こ
れ
と
戰
っ.た
；1
.挨
勢
カ
の
.、
王
膛
と.そ
の
本
質■ 

が
間
題
で
あ
る9 
土
.一
 
货

V
I向i

挨
の
原
#R

が
卦
建
的
小
農
民
に.あ
，

.七 U

 

S

5

0

り
、
且
つ
中
小
名
由«
が
こ
办
を
指
導
し
た
こ
と
は
づ
從
來.の」

硏
究
が
ー
鹰 

明
ち
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
-ヽL
か
し
か
か
ん
名
主*

小
農
民
の
存 

は
地
®
的
#
響

办

亦

鼻

る

^
:
然̂
负
尨
ひ
、.
た̂
ず
っ
；
 

て
先
進
後
進
欠n地
方
の
農
民
分
化
の
態
樣
を
具
體
的
に
考
察
寸
る
こ
と
に
. 

ハ：#:
&
，

：
婊

為

祀

：守

護

領

來

分

國

龙

蓄

{
織
灃
顧
ー#
ぃ
$
室

町

裳 

似
降
の
政
治
過
辟
の
歷
史
的
意
，義
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
ぅ
し
、
亦

j 

れ
に
よ
っ
て
第
三
の
說
の
當
否
が
更
め
て
檢
證
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
ぅ
。 

C
1
V中
、村
奇
治
氏「

H
本
封
姐
制
！$
編
成
史」

，

'

(
C
O

服
部
之
總
氏

r

絕
對
中：

弟
論」「

近
，代
R
本
の
な
り
た
ちJ

蓮
如」 

こ
れ
と
や
、
異
る
.が
艰
木
的
に
は
同
じ
兄
解
と
し
て
、
靡
田
五
' 

郎

氏「

近
世
農
政
史
論

」「

近
佌
对
姐
社
龠
の
菽
礎
構
造

」

,(

3

幾
11
1
武
氏「

上
ー
揆
の
拖
礎
榄
造」( 「

農「

1\
:
解
放
の
史
的
者
潫
；1
,'

所
S

鈴
木
捉
一
玛「

純
粹
封
翅
制
成
立
に
お
け
る
農
段
闕
氓」(

「

社
會 

'

構
成
史
大
系J

所

收〕

.，
'
ふ 

林
雜
-氏

「

近
仳
に
'お
け
る
階
級
岡
爭
の
諸
形
態」

ハ
同
右〕

、

',
'

:.
'
'
::
.:
:
'
^^ -
:原
田
郸
彥
氏

)「

4

林
厘
辰
三
郎
氏
1
-町
衆
の
成
立
1_
*ハ
思
想
三
ニ
0
、

(
3

永
原
慶u

氏「

封
述
時
代
前
則
の
段
衆
生
沽」cr

新
H
木
史
講
座」

.
所
收〕 

,

.'
-: (
6
せ

#
张

林

太

郞

拷

：：. ；•

信
長
政
權
の
歷
也-的
遺
義
.

jC

思
想
二
七
え
y 

_

'
永
•拟
燦
1
|氏
.
|
-
綠
微
政
榴
の
现
解
を
；め
ぐ0
て」

/>
!

歷

史

楙

硏

究

,

-

-
V 

, 

^
3 

S
 

_ 

:: 

v 

w

鈴
木
哀
：.ー

.«「

信
長
.
秀

1
:
.
家
康
.
|
:
歷
史
評
論
ニ
^

.
(
o

 

: 
一
'f
r
»
J
l
#
K

づ
ぃ
て
は
笠
股
一
男
氏

「

H
木
に
お
け
る
農
玫
戰

： 

"

#
J
T眞
宗
の
發
興
と
：'

:1:

向
：

1

歷

，

「

，倩
長
政
.顏

立

^
杈
ゆ
る

4
,ー；

.
In
J
.
—
.
^
J
C
M

敗
評
論
四
ノ
--
.
1
W
'
•
.
- 

..

.

.

(

8〕

守
誰
領
：の
間
題
；.に
っ
ぃ
て
は
殽
近
领
く
硏
究
が
视
れ
始
め
た。.

へ
：

：

へ
杉
山
博■

備
冲
Q
JV
:».
^

-へ

. 

永
航
慶
ニ
、
杉
山
傅
氏

「

守
誰
領
阈
制
の
展
開

」

ハ
社
脅
饀
濟
史 

蜞
十
七
ノ
ニ〕 

，

.

服
部「

畿
的
則
邊
に
お
，け
る
封
妞
社
脅
の
成
立

」

ハ
阯
會
叙
濟
史

.;

.學
十
六
/
.
.
.
四)

；
，

.

.

.
四

 

(

* *

. 

« 

.

..

.

:

體p

が
ー
羅
を
^
の
最
盛
期
ど
じ
^
ハ
家
使
极
^

敗̂
-̂

崩
ぃ
.ぃ
. 

壊
の
過
程
に
入
る
こ
と
は
、
旣
に
學
界
び-唐
と
な
つ
て
卜
る
と
考
ぇ
て 

ょ

か

ろ

ぅ

。.し.か
し
，こ
の
崩
壞
の
過
码
が
、
經
濟
構
造
の
面
に
-於
.い
..て

.

. 

ど
の
ょ
ぅ
な
形
で
、
ま
た
い
か
な
る
程
度
ま
で
し
て
い
つ
た
か
に
つ 

,い
て
は
議
論
の
峽
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
想
ぅ0‘そ
の
結
^
、
慕
末
維
新 

に

於

け

る

經

濟

發

展

の

段

階

が

、

明

治

維

新

の

原

動

力

、
.
竝

び

に

I

歷

：
' 

.史

的

栽

の_
褪
ど

：_

、
：
：

0-
本
,

臾
_

:

_な

問

題

觀

“
：.
.
_

》

 

り
、
谶
多
の
攀
浼
捲
き
起
も
龙
と.ど
黛

郑

：の*-
實
で
あ
今
..；
：：

;:
;
;
$

.,

.
円
本
經
濟
史
硏
究
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